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全国大会の軌跡
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届けたいこの太鼓の愛を
〜おたまつり＆Ｏ・ＴＡ・Ｉ・ＫＯ響２０１７〜



決　　勝　丹　生　０－０　岐阜各務野
　　　　　　　（３　ＳＯ　２）
準 決 勝　丹　生　４－３　横　田
準々決勝　丹　生　１－０　伊　吹
 2 回 戦　丹　生　５－１　天　理

大会結果ライトウエルター級
 1 回 戦　佐々木崇弥　○  RSC  ×　三上　耀司
 2 回 戦　佐々木崇弥　○  RSC  ×　伊藤　英寿
 3 回 戦　佐々木崇弥　×  判定  ○　徳田　勇海

大会結果 個　人　中西　梨絵　予選敗退
　　　　伊部あみか　予選敗退

団　体　丹　　　生　予選敗退

大会結果

予選敗退

大会結果

丹生高校女子ホッケー部
インターハイ2連覇！

丹生高校男子ホッケー部
健闘の3位

丹生高校弓道部女子
次に繋がる着実な1歩

羽水高校ボクシング部
佐
さ

々
さ

木
き

崇
た か

弥
や

さん（金谷区）2戦に勝利し、
全国大会の経験を今後に活かす

丹生高校写真部　誠実に写真に取り組む
上
う え

野
の

睦
む つ

生
き

さんの今後に期待

準 決 勝　天　理　１－０　丹　生
準々決勝　伊　吹　１－１　丹　生
　　　　　　　（１　ＳＯ　４）
 2 回 戦　学習院　０－８　丹　生

大会結果

北陸高校男子バレー部
切磋琢磨で個々も磨く

決勝トーナメント
 2 回 戦　北　陸　２－０　前橋商
 3 回 戦　北　陸　０－２　星　城

大会結果

天理高校男子ホッケー部
松
ま つ

田
だ

歩
あゆむ

さん（佐々生区）
ゴールキーパーで優勝に貢献

決　　勝　天　理　６－２　今　市

大会結果

　
今
回
は
、
北
陸
高
校
男
子
バ
レ
ー
部
か
ら
5

人
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
北
陸
高
校
男
子
バ
レ
ー
部
は
、
県
大
会
を
勝

ち
抜
き
、
県
代
表
と
し
て
、
7
月
29
日
か
ら
8
月
1
日

に
山
形
県
山
形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開

か
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
、
全
国
の
強
豪
と
接
戦
を
繰

り
広
げ
た
す
ば
ら
し
い
チ
ー
ム
で
す
。
こ
の
チ
ー
ム
に

は
、
町
内
在
住
の
、
山
田
さ
ん
、
米
田
さ
ん
、
田
黒
さ
ん
、

川
向
さ
ん
、
上
野
さ
ん
の
5
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
初
の
全
国
大
会
出
場
は
、個
人
と
し
て
、そ
し
て
チ
ー

ム
と
し
て
純
粋
に
「
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
す
彼
ら
に
、

全
国
の
舞
台
を
経
験
し
、
身
近
に
感
じ
た
感
想
を
聞
く

と
、「
良
い
緊
張
感
の
中
、
思
い
き
り
の
い
い
プ
レ
ー
が

で
き
た
」
と
山
田
さ
ん
は
話
し
、
逆
に
、「
緊
張
の
あ
ま

り
思
っ
た
プ
レ
ー
が
で
き
ず
悔
し
か
っ
た
」
と
話
す
川

向
さ
ん
。
ま
た
、
田
黒
さ
ん
は
、「
ピ
ン
チ
サ
ー
バ
ー
と

し
て
自
分
の
役
割
を
果
た
し
チ
ー
ム
一
丸
と
な
れ
て
楽

し
か
っ
た
」
と
、米
田
さ
ん
は
、「
チ
ー
ム
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
使
っ
た
攻
撃
が
決
ま
っ
た
こ
と
に
感
動
し

た
」
と
、
そ
し
て
、
上
野
さ
ん
は
、「
次
は
、
自
分
も
全

国
の
舞
台
で
試
合
を
し
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
彼
ら
の
言
葉
と
表
情
か
ら
は
、
さ
わ
や
か
さ

だ
け
で
な
く
、
内
に
秘
め
た
熱
い
向
上
心
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
年
こ
そ
違
え
ど
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
切
磋
琢

磨
し
て
き
た
彼
ら
に
今
後
の
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

山
田
さ
ん

「
今
の
ま
ま
で
は
満
足
し
て
い
な
い
の
で
、
高
校
生

活
最
後
の
春
高
バ
レ
ー
に
向
け
、
さ
ら
に
技
術
を
磨

い
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
春
高
バ
レ
ー
で
全
て
の

力
を
出
し
切
る
。」

米
田
さ
ん

「
3
年
間
で
教
わ
っ
た
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
を
今

後
に
役
立
て
る
。」

田
黒
さ
ん

「
来
年
も
行
く
ぞ
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
！
練
習
あ
る
の

み
。」

川
向
さ
ん

「
大
き
な
舞
台
で
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で

春
高
バ
レ
ー
に
出
て
、
自
分
の
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
出
せ
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
。」

上
野
さ
ん

「
精
神
力
の
あ
る
ス
パ
イ
カ
ー
に
な
り
た
い
。
そ
の

た
め
に
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
。」

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
何
事
に
も
努
力
し
て

い
き
た
い
と
話
す
彼
ら
の
活
躍
を
こ
れ
か
ら
も
期
待
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北陸高等学校
左から

上野　拓馬さん（1年）
	 （江波区）

米田　純己さん（3年）
	 （丸山区）

田黒　吉明さん（2年）
	 （小曽原区）

川向　隼弥さん（1年）
	 （江波区）

山田　　塁さん（3年）
	 （樫津区）

（男子バレー部）

みつけた！ わが町の
アスリート

Athlete of Our Town

全
国
大
会
の
軌
跡

The trajectory of the national convention
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越前町営朝日総合運動場（町立ホッケー場）
福井県立ホッケー場
平成30年10月4日㈭～ 10月8日㈪

　

７
月
25
日
、
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
（
カ
メ

リ
ア
ホ
ー
ル
）
で
、
第
67
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
町
内

の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
標
語
・
作
文
の
表

彰
式
や
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
、

町
内
保
育
所
、
保
育
園
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

第
67
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　
朝
日
区
で
は
、
平
成
29
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業（
宝
く
じ
助
成
）
の
採
択
を
受
け
、

朝
日
区
公
民
館
に
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
地
区
住
民
の
活
動
拠
点
に
ふ
さ
わ

し
い
快
適
性
を
備
え
た
施
設
と
な
り
、
行
事
以

外
で
も
常
日
頃
か
ら
区
民
が
集
う
憩
い
の
場
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活
用
が
拡

が
り
、
区
全
体
の
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
助
成
事

業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
の
一
環
と
し

て
、（
一
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

朝
日
区
公
民
館
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　
8
月
1
日
、
越
前
陶
芸
村
で
、
福
井
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
が
主
催
す
る
第
49
回
「
子
ど

も
と
知
事
の
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
、
約
50
人
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
の
開
催
は
平
成
17
年
以
来
で
、
福
井

県
陶
芸
館
で
の
手
ひ
ね
り
体
験
と
、
登
り
窯
や

陶
土
製
造
工
場
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
夏

休
み
の
楽
し
い
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
つ
ど
い
は
、
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

子
ど
も
た
ち
が
知
事
と
触
れ
合
い
、
体
験
を
通

じ
て
自
然
や
文
化
を
学
び
元
気
に
育
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

第
49
回
子
ど
も
と
知
事
の
つ
ど
い

２
０
１
７
年
度
全
日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

（
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
プ
レ
大
会
）
開
催

　
9
月
16
日
㈯
か
ら
19
日
㈫

の
4
日
間
、
町
営
朝
日
総
合

運
動
場（
町
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
）

と
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、
２
０
１
７
年
度
全
日
本
社
会

人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
平
成
30
年
に
開
か
れ
る
「
福
井
し
あ

わ
せ
元
気
国
体
」
を
見
据
え
た
プ
レ
大
会
で
、
全
国
の

社
会
人
の
頂
点
を
目
指
し
て
、
男
子
26
チ
ー
ム
、
女
子

14
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
地
元
福
井
県

か
ら
は
「
福
井
ク
ラ
ブ
」
男
女
が
出
場
し
、
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

女子1回戦
9月16日（土）　午後0時10分～
町営朝日総合運動場人工芝ホッケー場　Aコート（スタンド側）　
福井クラブ女子　VS　GREEN Deers（大分県）

男子2回戦
9月17日（日）　午後0時10分～
町営朝日総合運動場人工芝ホッケー場　Aコート（スタンド側）
福井クラブ男子  VS  ≪福岡玄界クラブ（福岡県）  VS  東京ガス（東京都）の勝者≫

※インタビューの様子は、9月2日（土）からの「越前町いきいき情報局」で放送します。

男子主将　野村　啓介 さん

女子主将　橋本  あゆみ さん

福 井 ク ラ ブ の 試 合 予 定

福井クラブ男女主将から一言

　
8
月
2
日
、
越
前
町
の
日
「
福
井
ミ
ラ
ク
ル

エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
」対「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ー

ム
」
交
流
戦
の
会
場
で
、
人
権
意
識
の
普
及
啓

発
活
動
の
一
環
と
し
て
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
や
マ

イ
バ
ッ
ク
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
と
人
権
擁
護
委

員
が
、来
場
者
一
人
ひ
と
り
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
年
間
を
と
お
し
て
、
学

校
で
の
人
権
教
室
な
ど
、
人
権
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
越
前
町
の
日
」
に
人
権
意
識
の
普
及
啓
発

　来年の福井国体を控え、今年は2人の選手を加えて攻撃・守
備共に強化しました。
　社会人大会では、一昨年は3位、昨年は準優勝という結果に
終わり、悔しい思いをしてきました。その思いをバネに、より
一層励んできた練習の成果を発揮し、チーム一丸となって優勝
を目指します。
　また、いつも声援をいただいている全ての人に感謝をして、
最高のパフォーマンスがお見せできるようがんばりますので、
応援よろしくお願いします。

　来年の福井国体を見据え、また昨年の全国社会人大会の初戦
敗退の雪辱を晴らすべく、今年は数々のチームと対外試合を重
ねてきました。現在、チームは個々ではなく、組織プレーをし
ようと、コミュニケーションをとり、攻守共に連携した動きが
できるようになっています。
　本大会では、まずは初戦突破。2回戦以降も応援してくださ
るみなさんと共に戦い、結果を残していきたいと思います。ご
声援よろしくお願いします。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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　空き家を売りたい、貸したいという空き家の所有者に物件を登録してもらい、登録された情報を町が
ホームページで公開し、町に移住・定住したい人に紹介する仕組みです。

①物件登録
空き家の売却や賃貸を希望される人は、必要書類
を定住促進課に提出してください。

②物件確認
町職員と宅建協会の会員業者が、物件の現地確認
にうかがいますので、立ち合いをお願いします。

③空き家情報の公開
空き家情報バンクに物件登録完了後、町ホーム
ページで空き家情報（所在地、価格、状態、写真
など）を公開します。

「空き家情報バンク」の流れ

④契約交渉
登録物件を借りたい、買いたいという申し込みが
あった場合、仲介業者が所有者に連絡します。そ
の後、仲介業者の仲介により、所有者と利用者で
契約交渉を行います。

※仲介業者の仲介には、宅地建物取引業法の規定に基づく
手数料がかかります。町は、契約交渉に関与しません。

「空き家情報バンク」にお持ちの空き家を登録しませんか

福井県空き家情報バンク

空き家情報
のリンク

情報交換

お問い合せ物件登録

物件調査

仲介の依頼

仲介業者の
選定依頼

仲介業者の
選定

町ホームページで
情報提供

連絡調整・交渉

契約の締結

情報交換

越　前　町
空き家情報バンク

宅地建物取引業者

福井県宅建協会

空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
人
（
所
有
者
）

空
き
家
を
買
い
た
い
・
借
り
た
い
人
（
利
用
者
）

移住支援サイト「S
ス モ ッ セ

UMOSSE」を開設しました

　町では、県外からの移住・定住の希望者が求めている各種情
報を効率よく発信するために、新たに越前町移住支援サイト

「S
ス モ ッ セ
UMOSSE」を開設しました。

　町外のお知り合いに広めていただき、応援をお願いします。

ホームページアドレス　https://echizen-iju.jp

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

空き家情報バンクとは

　
8
月
3
日
、
越
前
町
役
場
別
館
で
、
地
方
創

生
の
核
と
な
る
雇
用
対
策
と
就
労
環
境
の
整
備

を
推
進
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
越
前
町
し
ご
と

の
創
生
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
町
内
企
業
や
高
校
、
各
種
経

済
団
体
な
ど
の
代
表
者
35
人
に
委
嘱
状
を
交
付

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
地
元
雇
用
と
人
材
育
成

～
企
業
が
求
め
る
人
材
に
つ
い
て
～
」
を
テ
ー

マ
に
地
元
企
業
間
相
互
の
連
携
や
雇
用
労
働
に

関
す
る
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
人
手
不
足
や
若
年
者
の
人

材
確
保
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
、
町
内
事
業

所
の
み
な
さ
ん
は
人
材
確
保
の
難
し
さ
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
越
前
町
し
ご
と
の
創
生
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た

　

７
月
22
日
、
朝
日
体
育
館
と
陽
光
館
で
町

文
化
協
議
会
に
よ
る
越
前
町
小
中
学
生
競
書
大

会
席
上
揮
ご
う
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
児
童
・

生
徒
５
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
緊
張
し
た
空
気
に
包
ま
れ
る
中
、
参
加
者
た

ち
は
、
ひ
と
筆
ひ
と
筆
に
心
を
こ
め
な
が
ら
、

席
上
揮
ご
う
に
臨
み
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
特
別
賞
28
点
、
特
選
１
７
２

点
、
準
特
選
１
８
６
点
、
入
選
１
８
４
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
特
別
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。

町
長
賞

　
青　
木　
美　
咲
（
朝
日
小
５
年
）

　
安　
原　
日　
彩
（
糸
生
小
４
年
）

　
坊　
　
　
す
み
れ
（
織
田
小
６
年
）

　
髙　
木　
結　
月
（
朝
日
中
２
年
）

　
帰　
山　
莉　
瑠
（
宮
崎
中
３
年
）

議
会
議
長
賞

　
武　
内　
心　
音
（
朝
日
小
３
年
）

　
牧　
野　
優　
里
（
朝
日
小
５
年
）

　
水　
島　
璃　
子
（
織
田
小
２
年
）

　
谷　
口　
瑞　
季
（
織
田
中
１
年
）

　
小　
塙　
み
さ
と
（
織
田
中
２
年
）

教
育
委
員
会
賞

　
田　
中　
知　
夏
（
朝
日
小
５
年
）

　
丹　
羽　
紗　
香
（
朝
日
小
６
年
）

　
鈴　
木　
花　
梨
（
宮
崎
小
３
年
）

　
藤　
井　
七　
星
（
朝
日
中
１
年
）

　
畑　
地　
ほ
の
か
（
朝
日
中
３
年
）

文
協
会
長
賞

　
八　
尾　
凛　
咲
（
糸
生
小
６
年
）

　
片　
岡　
緋　
彩
（
四
ヶ
浦
小
１
年
）

　
中　
西　
　
　
希
（
四
ヶ
浦
小
２
年
）

　
山　
﨑　
紗　
綾
（
城
崎
小
３
年
）

　
久　
保　
穂　
夏
（
朝
日
中
２
年
）

第
12
回
越
前
町
小
中
学
生
競
書
大
会　
「
席
上
揮
ご
う
会
」

福
井
新
聞
社
賞

　
南　
部　
有　
咲
（
常
磐
小
５
年
）

　
安　
原　
遥　
日
（
糸
生
小
１
年
）

　
谷　
口　
遥　
紀
（
織
田
小
４
年
）

　
渡　
辺　
瑚
乃
羽
（
織
田
中
３
年
）

　
堂　
前　
泰　
介
（
鯖
江
中
１
年
）

丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
賞

　
宮　
原　
和
夏
葉
（
萩
野
小
３
年
）

　
佐
々
木　
大　
悟
（
萩
野
小
４
年
）

　
清　
水　
麻　
由
（
宮
崎
中
２
年
）

▲坊すみれさんの作品

▲髙木結月さんの作品▲帰山莉瑠さんの作品

▲青木美咲さんの作品▲安原日彩さんの作品

　
8
月
9
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

「
越
前
か
が
や
き
未
来
塾
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
福
井
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
専
門
家
や

実
践
家
を
講
師
に
招
き
、
毎
年
町
内
の
中
学

1
・
2
年
生
を
対
象
に
講
演
会
を
行
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
演
出
家
の
越え

ち

前ぜ
ん

屋や 

俵ひ
ょ
う

太た

さ
ん
に

「
想
像
し
た
こ
と
を
実
際
に
や
る
こ
と
の
大
切

さ
～
面
白
い
Ｔ
Ｖ
番
組
を
ど
う
作
る
か
～
」
と

い
う
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
越
前
屋
俵
太
さ
ん
は
、
周
り
に
流
さ
れ
ず
に

自
分
の
意
思
を
貫
く
大
切
さ
を
、
番
組
の
演
出

を
さ
れ
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

語
り
、「
で
き
な
い
理
由
を
考
え
る
の
で
は
な

特
色
あ
る
教
育
づ
く
り
事
業　
越
前
か
が
や
き
未
来
塾

く
、
で
き
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考

え
て
ほ
し
い
。」
と
生
徒
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。
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総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
1
日
現
在
で
就

業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不
就
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
法

律
に
基
づ
き
実
施
す
る
、
国
の
重
要
な
統
計
調

査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
雇
用
政
策
や
経
済
政

策
な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
施
策
の
企

画
・
立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、
9
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査

書
類
を
配
布
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
よ
り
便
利

に
ご
回
答
を
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
簡
単
に
イ
ン
タ
ー

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車

中
の
交
通
事
故
防
止

③
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑤
交
通
安
全
3
Ｓ
＋
2
ア
ク
シ
ョ
ン
の
励
行

　
【Save Silver

】
高
齢
者
の
事
故
抑
止

　
【Save Child

】
子
ど
も
の
事
故
抑
止

　
【Slow Down

】
ゆ
と
り
あ
る
速
度
で
の
運
転

　
【
交
通
事
故
が
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り
】

　
【
ク
ル
マ
に
頼
り
過
ぎ
な
い
社
会
づ
く
り
】

⑥「
国
体・障
ス
ポ
」に
向
け
た
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
の
推
進

平
成
29
年
就
業
構
造
基
本
調
査
を
行
い
ま
す

9
月
21
日
か
ら
30
日
は
「
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す

ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

9
月
は
「
高
齢
者
交
通
安
全
推
進
月
間
」
で
す

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
道
路
を
利
用
で
き
る
交

通
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
県
民
総
ぐ
る
み
で

交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。　

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

　
9
月
20
日
は
、「
バ
ス
の
日
」で
す
。
町
で
は
、

9
月
11
日
㈪
か
ら
9
月
16
日
㈯
ま
で
の
6
日

間
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
無
料
運
行
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
一
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

乗
っ
て
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

バ
ス
の
日
と
は

明
治
36
年
9
月
20
日
に
京
都
市
の
二
井
商
会

が
日
本
で
初
め
て
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
た

日
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
主
な
経
路

　
環
状
ル
ー
ト
右
左
回
り

朝
日
地
区
、
宮
崎
地
区
、
織
田
地
区
、
糸

生
地
区
を
右
回
り
と
左
回
り
で
周
回
。

　
朝
日
地
区
巡
回
ル
ー
ト

泰
澄
の
杜
、
常
磐
地
区
、
西
田
中
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
越
前
町
役
場
、
ヤ
マ
キ
シ

な
ど
を
巡
回
。

　
宮
崎
地
区
巡
回
ル
ー
ト

陶
寿
園
、
陶
芸
村
、
西
三
区
、
若
竹
荘
、

織
田
病
院
、
メ
ル
シ
な
ど
を
巡
回
。

　
越
前
地
区
巡
回
ル
ー
ト

左
右
、梅
浦
、織
田
病
院
、織
田
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
厨
、
か
れ
い
崎
な
ど
を
巡
回
。

　
織
田
地
区
巡
回
ル
ー
ト

織
田
病
院
、
メ
ル
シ
、
織
田
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
上
戸
、
萩
野
、
平
等
な
ど
を
巡
回
。

※
予
約
が
必
要
な
便
が
あ
り
ま
す
。

※
各
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
運
行
日
が
異
な
り
ま

す
の
で
、時
刻
表
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
運
行
の
お
知
ら
せ料　

金

　
大　
人

　
　
２
０
０
円

　
70
歳
以
上
、
小
中
高
生
、
心
身
障
が
い
者

　
　
１
０
０
円

　
小
学
生
未
満　
無
料

　
9
月
11
日
㈪
～
16
日
㈯
ま
で
は
、
無
料
。

運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
無
料
定
期
券
を
交
付

し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故

減
少
を
目
的
と
し
て
、
運
転
免
許
を
自
主
的
に

返
納
す
る
満
65
歳
以
上
の
町
民
の
み
な
さ
ん

に
、
返
納
日
か
ら
10
年
間
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
無
料
定
期
乗
車
券
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

申
請
の
流
れ

①
鯖
江
警
察
署
、
鯖
江
警
察
署
丹
生
分
庁
舎
、

ま
た
は
運
転
者
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
運
転
免

許
の
全
部
取
消
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
①
で
発
行
さ
れ
る
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許

の
取
消
通
知
書
」（
写
し
）
と
運
転
免
許
証
の

写
し
を
申
請
書
に
添
え
て
、
企
画
財
政
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
企
画
財
政
課

　
☎
３
４‒

８
７
０
０

　
県
と
町
で
は
、
防
災
に
関
す
る
実
践
的
知
識

と
技
術
を
有
す
る
地
域
防
災
の
担
い
手
と
な
る

人
材
を
育
成
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る

た
め
防
災
士
の
資
格
を
取
得
さ
れ
る
人
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

防
災
士
と
は

　
減
災
や
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
の
活
動
を

担
う
た
め
の
十
分
な
意
識
・
知
識
・
技
能
を
有

す
る
者
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機

構
の
認
証
を
受
け
た
人
で
す
。

福
井
県
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

（
防
災
士
養
成
研
修
）

研
修
日
時
・
場
所

①
10
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰

　
鯖
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー（
鯖
江
市
東
鯖
江
）

②
11
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰

　
美
浜
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
美
浜
町
郷
市
）

③
12
月
2
日
㈯
、
3
日
㈰

県
立
大
学
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
（
永
平
寺

町
松
岡
兼
定
島
）

※
各
回
定
員
１
０
０
人
程
度
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
1
日
目　
午
前
9
時
15
分
～
午
後
5
時
30
分

　
2
日
目　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
50
分

　
※
2
日
目
の
最
後
に
試
験
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

地
域
の
防
災
活
動
に
意
欲
の
あ
る
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
、
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会

の
構
成
員
な
ど
。

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
「
防
災
士
」
に
な
る
人
を
助
成
し
ま
す

申
込
み

防
災
安
全
課
を
通
じ
て
申
し
込
み
ま
す
。（
研

修
日
の
約
1
か
月
前
ま
で
。
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
。）

受
講
条
件

①
研
修
当
日
ま
で
に
県
が
事
前
に
示
し
た
科

目
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と

（
研
修
当
日
に
提
出
）

②
研
修
日
の
前
後
に
各
消
防
署
が
実
施
す
る

「
普
通
救
命
講
習
」
な
ど
を
受
講
・
修
了

す
る
こ
と

③
地
域
の
防
災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と

研
修
費
な
ど

◦
研
修
に
必
要
な
講
師
代
、
研
修
費
、
テ
キ

ス
ト
代
は
無
料
（
県
が
負
担
）

◦
研
修
後
の
防
災
士
資
格
試
験
の
受
験
に
必

要
な
費
用
は
、
町
が
補
助

防
災
士
資
格
試
験
受
験
料 

　
3
千
円
（
研
修
申
込
み
時
に
納
付
）

防
災
士
資
格
認
証
登
録
料 

　
5
千
円
（
試
験
合
格
後
に
納
付
）

※
会
場
ま
で
の
交
通
費
、
昼
食
代
な
ど
は
個

人
負
担
に
な
り
ま
す
。

越
前
町
防
災
士
養
成
事
業
補
助
金

本
町
に
住
所
を
有
し
、
次
の
①
～
④
を
全
て

満
た
す
人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

①
上
記
講
座
を
受
講
し
、
防
災
士
の
資
格
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
人

② 

防
災
士
の
資
格
取
得
後
、防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
町
内
の
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
活

動
す
る
意
思
の
あ
る
人

③
町
内
の
自
主
防
災
組
織
ま
た
は
、
区
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
に
属
し
、
当
該
自
主
防

災
組
織
の
代
表
者
ま
た
は
区
長
の
推
薦
を

受
け
た
人

④
防
災
士
の
資
格
取
得
に
関
し
て
他
の
助
成

制
度
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
い
な
い
人
ま

た
は
受
け
る
予
定
で
な
い
人

補
助
金
の
額

①
防
災
士
資
格
試
験
受
験
料　
3
千
円

②
防
災
士
認
証
登
録
料　
　
　
5
千
円

※
町
が
実
施
す
る
防
災
研
修
会
や
防
災
訓
練

な
ど
に
参
加
・
協
力
で
き
る
人
で
、
試
験

合
格
後
、
防
災
士
認
証
登
録
を
し
た
人
の

み
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

申請者が行うこと 町が行うこと

防災士養成事業補助金申請の流れ

H29.8月
交付申請書の提出

・講座受講日、試験受験日、認証登
録日のいずれか早い日の1か月前
までに町に提出

講
座
受
講
前

H29.10月

・講座の受講
・防災士資格取得試験の受験

H29.11月
試験合格後、防災士認証の登録

交付決定通知書

交付確定通知書

補助金の支払

講
座
受
講

H30.1月
実績報告書の提出

H30.1月
請求書の提出

防
災
士
認
証
後
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シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
の
た
め
、
丹
南
地
域
に

設
置
し
て
あ
る
す
べ
て
の
自
動
交
付
機
が
終
日

停
止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
交
付
機
停
止
の
お
知
ら
せ

停
止
日

　
９
月
16
日
㈯

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　

☎
３
４‒

８
７
０
８

　
県
司
法
書
士
会
と
公
益
社
団
法
人
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
福
井
県
支
部

で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
た
め
の
成
年
後

見
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

日　
　
時

　
9
月
23
日
㈯　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場　
　
所

　
司
調
合
同
会
館
（
福
井
市
下
馬
）

　
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
高
齢
者
や
障

が
い
者
に
対
す
る「
い
じ
め
」、「
い
や
が
ら
せ
」、

「
虐
待
」、「
差
別
」
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
り
ま
す
。

日　
時

　
9
月
4
日
㈪
～
9
月
8
日
㈮

　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

　
9
月
9
日
㈯
〜
9
月
10
日
㈰

　
　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の
成
年
後
見
相
談
会
の
お
知
ら
せ

9
月
4
日
か
ら
10
日
は
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
で
す

相
談
料

　
無
料

相
談
例

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
今
後
が
不
安

・
知
的
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来
が
心
配

・
認
知
症
の
親
の
財
産
管
理　
な
ど

問
合
せ
先

　
福
井
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
７
７
６‒

４
３‒

０
６
０
１

相
談
窓
口
（
電
話
番
号
）

　
☎
０
５
７
０‒

０
０
３‒

１
１
０

　
（
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
）

問
合
せ
先

　
福
井
地
方
法
務
局

　
福
井
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

４
２
１
０

人権イメージ
キャラクター
人KENまもる君

人権イメージ
キャラクター

人KENあゆみちゃん

男女共同参画・人権のとびら

　7月7日、四ヶ浦小学校で男女共同参画気づき事業が開かれました。町では「認
め合い男

ひ

女
と

の心をつなぐまち」をキャッチフレーズに男女共同参画活動を推進して
います。
　今回、在宅介護支援センターと地域包括支援センター職員で構成されている劇団
「あいの輪」による寸劇を観賞しました。みんなが安心して暮らすために、認知症へ
の理解を深め、家族みんなで協力しあうことや、地域で支えあうことの大切さを学
びました。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

気づき事業　in　四ヶ浦小学校

Vol.15

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　
現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
証
有
効
期
限

は
、
9
月
30
日
ま
で
で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、

今
月
中
に
簡
易
書
留
で
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
現
在
の
保
険

証
を
は
さ
み
で
切
る
な
ど
し
て
破
棄
し
、
10

月
1
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。
も
し
、
お
手

元
に
届
か
な
い
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
が
切
り
替
わ
り
ま
す

※
大
き
さ
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
同
じ
で
す
。

※
表
面
は
紙
製
、
裏
面
は
フ
ィ
ル
ム
加
工
し
て

あ
り
ま
す
。

※
紛
失
し
た
場
合
は
、
必
ず
健
康
保
険
課
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

▼裏面

　
織
田
文
化
歴
史
館
で
は
、
企
画
展
覧
会
開
催

に
と
も
な
う
燻
蒸
・
展
示
替
作
業
、
図
書
館
の

蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
休
館
し
ま
す
。

ま
た
、
雨
田
光
平
記
念
館
も
、
展
示
替
作
業
の

た
め
、
同
期
間
休
館
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

文
化
歴
史
館
・
雨
田
光
平
記
念
館　
展
示
替
休
館
の
お
し
ら
せ

　
な
お
、
図
書
の
返
却
は
、
返
却
用
の
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
町
内
他
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期　
　
間　

　
９
月
29
日
㈮
～
10
月
６
日
㈮

問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

▼表面

　
「
越
前
が
に
」・「
越
前
水
仙
」
を
題
材
に
し
、

「
お
く
り
も
の
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
・
俳
句

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

応
募
方
法

　
詩
部
門

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙（
Ａ
4
判
）3

枚
以
内
と
し
、
応
募
は
1
人
1
編
と
し
ま

す
。
必
ず
原
稿
用
紙
に
記
名
し
、
別
紙
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
校
名
・

学
年
）、
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

※
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

の
添
付
フ
ァ
イ
ル
は
可
と
し
、
Ｅ
メ
ー

ル
本
文
へ
の
打
込
み
デ
ー
タ
は
不
可
と

し
ま
す
。

※
小
中
学
生
は
、
必
ず
原
稿
用
紙
に
手
書

き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

越
前　
蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル　
作
品
募
集

　
俳
句
部
門

応
募
用
紙
・
官
製
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
作
品

は
、
1
人
2
句
ま
で
と
し
ま
す
。

応
募
締
切
り

11
月
30
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

※
応
募
用
紙
は
、
越
前
町
役
場
、
越
前
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
返
却
で
き

ま
せ
ん
。

※
応
募
作
品
の
諸
権
利
は
、
主
催
者
に
帰

属
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課

　
　
☎
３
４‒

２
０
０
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
４‒

２
７
２
０

　
　
Ｅ
メ
ー
ル　

gakusyu@
town.echizen.lg.jp
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）

☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

平成29年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  7月16日～ 8月15日

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

第66回福井県消防操法大会越前消防団織田地区第7分団　小型ポンプの部第4位

9月9日は救急の日

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

　7月22日、県消防学校で第66回福井県消防操法大会が行
われ、小型ポンプの部に鯖江・丹生消防組合代表として越前
消防団織田地区第7分団が出場しました。気温35度を超え
る炎天下のもと、県下7チームがこれまでの訓練の成果を出
し切り、競い合う中、惜しくも入賞とはなりませんでしたが、
第4位という好成績を収めました。

　9月9日は救急の日です。救急車の全国平均到着時間は約8.6分。救命率は、心停止から1分ごとに7
～ 10％下がります。
　救急車が到着するまでの適切な応急手当で多くの命が救われます。町民のみなさんもぜひ救急講習に
参加し、応急手当を身につけましょう。

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

▲入賞した織田地区第7分団のみなさん

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課
平成29年度 老人憩いの家陶寿園給湯ボイラー入替工事 大 谷 2,743,200 國成建設㈱ 福 祉 課
平成29年度 白浜（城崎）漁港護岸改良工事 高 佐 28,404,000 ㈱大生 農林水産課
平成29年度 林道構造物点検診断委託 町内一円 4,104,000 ㈱東洋設計　福井支店 農林水産課
平成29年度 アクティブハウス越前修繕工事 厨 5,184,000 橋本建設㈱ 商工観光課
平成29年度 露天風呂漁火修繕工事 厨 3,445,200 ㈱中西 商工観光課
平成29年度 越前古窯博物館周辺空き家等解体工事 小 曽 原 6,415,200 ㈱大生 商工観光課
平成29年度 越前古窯博物館周辺道路整備工事（その1） 小 曽 原 2,649,240 斉藤建設㈱ 商工観光課

平成29年度 福井総合植物園プラントピア入口看板設置工事 朝 日 2,700,000 ㈱さいん工房
越前営業所 商工観光課

平成29年度 町道福井線道路改良工事（その1） 上 糸 生 7,128,000 ㈲江指組 建 設 課
平成29年度 町道福井線道路改良工事（その2） 上 糸 生 8,229,600 ㈱丸安建設 建 設 課
平成29年度 道路橋定期点検業務（その1） 熊 谷 他 6,674,400 ㈱サンワコン 建 設 課
平成29年度 道路橋定期点検業務（その2） 赤井谷 他 5,367,600 ㈱構造設計研究所 建 設 課
平成29年度 町道本通線道路舗装工事 西 田 中 3,283,200 ㈱大生 建 設 課
平成29年度 公共下水道管渠布設工事 朝 日 3,294,000 ㈲江指組 上下水道課
平成29年度 越前北部処理場落石防護網補修工事 小 樟 2,862,000 ㈱四ヶ浦建設 上下水道課
平成29年度 朝日小学校汚水管布設工事 天 王 13,294,800 丹南開発㈱ 学校教育課
平成29年度 織田中学校外壁補修工事 下 河 原 3,780,000 坂口木材㈱ 学校教育課

越前町統合学校給食センター（仮称）建築工事 江 波 724,680,000 
㈱大生・岬建設㈱・橋本建設㈱
越前町統合学校給食センター（仮称）
建築工事特定建設工事共同企業体

学校教育課

越前町統合学校給食センター（仮称）機械設備工事 江 波 523,368,000 
オタ建設㈱・㈱丸安建設・國成建設㈱
越前町統合学校給食センター（仮称）
機械設備工事特定建設工事共同企業体

学校教育課

　町民や関係者みなさんの熱い声援を受けながら約3か月間の
厳しい訓練を乗り越え、大会ではその成果を十分に発揮するこ
とができました。長期にわたりご協力と応援を賜り、誠にあり
がとうございました。	 越前消防団織田地区第7分団一同

日　時 定　員

場　所 申込先

毎月第2土曜日　午前9時～正午 先着15人

鯖江・丹生消防組合消防署 鯖江 ･ 丹生消防組合消防署 救急係

普通救命講習のご案内

分団長　姉　崎　祐一郎
（指揮者）

1番員　牧　野　向一郎

2番員　姉　崎　順　治

3番員　藤　井　正　巳

補助員　牧　野　潤　一
（補欠員）

農
地
転
用
と
は

　
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
（
宅
地
、
工
場
用

地
、
道
路
な
ど
）
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
一
時

的
な
資
材
置
場
に
す
る
場
合
も
農
地
転
用
に
な

り
ま
す
。（
図
）

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

※
法
律
に
基
づ
く
農
用
地
区
域
内
の
土
地
の
場

合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す

る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
除
外
す
る
手
続
き

の
後
、
転
用
の
手
続
き
が
可
能
に
な
り
ま
す

が
、
半
年
程
度
期
間
を
要
し
ま
す
。（
除
外

す
る
手
続
き
の
申
請
の
受
付
は
、
下
半
期
が

3
月
30
日
、
上
半
期
が
8
月
30
日
ま
で
）

※
農
地
の
転
用
手
続
き
の
申
請
書
は
、
農
業
委

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、

登
記
簿
謄
本
、
公
図
の
写
し
、
位
置
図
、
配

置
図
、
平
面
図
な
ど
が
必
要
で
す
。
な
お
、

申
請
書
の
受
付
は
、
毎
月
10
日
ま
で
で
す
。

（
10
日
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
開
庁
日
）

※
許
可
書
の
交
付
後
は
、
工
事
完
了
届
な
ど
の

提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

※
農
地
が
各
種
補
助
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
か
注
意
が
必
要
で
す
。

農
地
の
権
利
移
動

　
農
地
を
農
地
の
ま
ま
耕
作
目
的
で
権
利
の
移

動（
売
買・贈
与
な
ど
）ま
た
は
設
定（
貸
借
権・

使
用
貸
借
な
ど
）
す
る
と
き
に
は
、
農
地
法
第

3
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
農
地
法
第
3
条
の
下
限
面

積
は
50
ア
ー
ル
で
す
が
、
次
の
区
域
は
下
限
面

積
に
代
わ
る
面
積
を
定
め
て
い
ま
す
。

旧
糸
生
村
、
旧
織
田
村
の
区
域　
40
ア
ー
ル

旧
四
ヶ
浦
町
の
区
域　
　
　
　
　
30
ア
ー
ル

旧
城
崎
村
の
区
域　
　
　
　
　
　
20
ア
ー
ル

問
合
せ
先

　
越
前
町
農
業
委
員
会
事
務
局（
農
林
水
産
課
内
）

　
☎
３
４‒

８
７
０
４

農 地 法 許可が必要な場合 許可申請者 許可権者

第 4 条 農地の所有者が農
地を転用する場合 農地を転用する人

県知事
（農地が4ヘクタール
を超える場合には農
林水産大臣の協議が
必要）

第 5 条
農地、採草放牧地
を転用するため売
買などを行う場合

売主（所有者）と
買主（転用事業者）

（図）
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朝歩く若くなるかと夢を持ち	 冨田コズヱ
若いっていいな動きにリズム感	 渡辺　照子川 柳

　
「
五
つ
の
赤
い
風
船
」
の
ボ
ー
カ
ル
の
青
木

ま
り
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
昔
懐
か
し
い

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
　
時　
10
月
14
日
㈯

　
開　
場　
午
後
2
時
30
分　
　

　
開　
演　
午
後
3
時

場
所
・
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

　
朝
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

入
場
料

　
大
人　
１
５
０
０
円

　
高
校
生
未
満　
５
０
０
円

　
※
小
学
生
未
満
は
、
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

秋
の
コ
ン
サ
ー
ト　
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ　
～
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～

問
合
せ
先

　
朝
日
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
☎
３
４‒

７
７
７
１

　

越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
で

は
、
越
前
海
岸
の
素
晴
ら
し
い
風
景
や
生
活
文

化
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
に
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
越
前
地
区
で
平
成
29

年
7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
期
間
に
撮

影
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
デ
ー
タ
を
添
付

の
う
え
の
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
①
作
品
タ
イ
ト
ル　
　
②
撮
影
場
所

　
③
撮
影
日　
　
　
　
　
④
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）

　
⑤
住
所　
　
　
　
　
　
⑥
電
話
番
号

　
※
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
※
応
募
は
、
ひ
と
り
5
点
ま
で

「
越
前
海
岸
・
四
季
と
く
ら
し
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」　
夏
季
作
品
募
集

問
合
せ
先

　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
☎
３
７‒

７
７
１
０

　
Ｅ
メ
ー
ル　

community@echizen-area-c.net

　
い
つ
ま
で
も
健
康
で
充
実
し
た
生
活
が
過
ご

せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
ふ
く
い
健
康
長
寿
祭

２
０
１
７
が
勝
山
市
、
大
野
市
で
開
か
れ
ま

す
。
勝
山
市
の
会
場
で
は
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
や

健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　
時

　
９
月
16
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

内　
　
容

　
勝
山
市
教
育
会
館　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

体
験
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体
力
測
定
、
健

康
相
談
な
ど

　
勝
山
市
民
会
館

国
体
ス
ポ
ー
ツ
体
験
（
吹
き
矢
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
）と
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
体
験
（
卓
球
バ
レ
ー
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
）

ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
２
０
１
７

先
着
１
，０
０
０
人
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

で
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
先
着

４
０
０
人
に
食
事
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
使

え
る
割
引
券（
３
０
０
円
分
）を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

※
大
野
市
は
、
健
康
長
寿
祭
の
競
技
会
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
観
覧
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
先

　
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会 

地
域
福
祉
課

　
☎
０
７
７
６‒

２
４‒

２
４
３
３

　
越
前
町
商
工
会
で
は
、
越
前
町
産
の
甘
エ
ビ

を
使
っ
た
料
理
を
募
集
し
ま
す
。

　
書
類
審
査
で
選
ば
れ
た
10
人
の
中
か
ら
、
実

際
に
料
理
を
作
る
最
終
審
査
で
入
賞
者
を
決
定

し
ま
す
。

応
募
方
法

応
募
用
紙
な
ど
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

レ
シ
ピ
、
料
理
の
Ｐ
Ｒ
文
、
完
成
写
真
ま
た

は
イ
ラ
ス
ト
を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

賞
　
最
優
秀
賞
（
1
人
）　
賞
金
5
万
円

　
優
秀
賞
（
1
人
）　
賞
金
3
万
円

　
特
別
賞
（
3
人
）　
賞
金
2
万
円

越
前
町
商
工
会
「
甘
エ
ビ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」　
レ
シ
ピ
募
集

応
募
締
切
り

　
9
月
22
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

※
書
類
審
査
を
通
過
し
た
人
に
は
、
改
め
て

ご
案
内
し
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
返
却
で
き
ま

せ
ん
。

問
合
せ
先

　
越
前
町
商
工
会　
☎
３
６‒

０
８
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
６‒

１
１
２
８
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町
内
在
住
の
越
前
焼
窯
元
で
あ
り
、
全
国
規

模
の
公
募
展
で
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
工

芸
作
家
で
も
あ
る
4
人
の
陶
芸
家
を
、
作
品
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

会　
　
期

　
10
月
7
日
㈯
～
11
月
26
日
㈰

開
館
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

会
期
中
の
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日（
10
月
9
日
を
除
く
）、

　
10
月
10
日
㈫
、
11
月
24
日
㈮

観
覧
料

　
一
般
１
０
０
円

　
（
20
人
以
上
の
団
体
は
2
割
引
）　

※
中
学
生
以
下
、70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

入
館
の
際
、
受
付
で
お
申
し
出
の
上
、
年
齢

が
わ
か
る
も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

出
品
作
家
が
会
場
で
作
品
に
つ
い
て
語
り

ま
す
。

10
月
7
日
㈯　
　
　
司
辻　
光
男
氏

10
月
14
日
㈯　
　
　
司
辻　
健
司
氏

10
月
21
日
㈯　
　
　
吉
田　
豊
一
氏

11
月
23
日（
木
・
祝
）　
前
田　
和
伸
氏

※
時
間
は
い
ず
れ
の
日
も
午
後
2
時
か
ら
。

　
関
西
文
化
の
日

11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
は
、
関
西
文
化
の

日
に
あ
わ
せ
て
無
料
会
館
し
ま
す
。

雨
田
光
平
記
念
館　
企
画
展
覧
会
「
越
前
町
の
日
展
作
家　
陶
四
人
展
」

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

▲前田　和伸氏 ▲吉田　豊一氏 ▲司辻　健司氏 ▲司辻　光男氏

　
日
展
を
め
ざ
し
て
工
芸
作
品
の
制
作
に
励
む

現
代
工
芸
福
井
会
の
女
性
会
員
に
よ
る
作
品
展

覧
会
を
開
き
ま
す
。
陶
・
藤
・
染
織
・
七
宝
な

ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
10
月
15
日
㈰
は
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
抹
茶
の
振
る
舞
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。

会　
　
期

　
10
月
7
日
㈯
～
22
日
㈰

　
毎
年
恒
例
の
矯
正
展
が
今
年
も
開
か
れ
ま
す
。

　
刑
務
所
の
施
設
見
学
会
や
刑
務
所
作
業
製
品

の
展
示
即
売
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
楽
し
い
企

画
が
満
載
で
す
。

日　
　
時

　
9
月
23
日
㈯　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

織
田
交
流
館
「
第
5
回
現
代
工
芸
福
井
会
女
性
の
会
展
」

第
34
回
福
井
矯
正
展
開
催

開
館
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

会
期
中
の
休
館
日

　
10
月
10
日
㈫
、
16
日
㈪

観
覧
料

　
無
料

問
合
せ
先

　
現
代
工
芸
福
井
会
女
性
の
会

　
事
務
局　
三
田
村

　
☎
０
９
０‒

１
６
３
６‒

２
７
６
５

場　
　
所

　
福
井
刑
務
所
（
福
井
市
一
本
木
町
）

問
合
せ
先

　
福
井
刑
務
所 

企
画
部
門

　
☎
０
７
７
６‒

３
６‒

３
２
２
２



こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第26回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

ゆったりと心寛ぐ蚊帳の中	 武藤　久子
何事も言える家庭で丸く住む	 山内　千代川 柳 責任は持たねばならぬ言うた口	 山田千栄子

眼差しが何か言いたげ地蔵尊	 松村　典子川 柳

9月の休館日　4・11・19・25日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　9月のイベント情報

　器になりそうな何かと、それにいけてみたい植物を探して来て
ください。
（お持ちでなくても、材料（器・植物）の用意はあります）

美味しい器展2017 今月の陶と「　　」と花のテーマは…
「花も？器も？探して？いけよう！」

日　時　9月17日（日）　午後1時30分～
参加費　無料
持ち物　はさみ（貸し出しもできます）
当日参加OK！みんなでワイワイ
愉しみましょう。

　今年初めて「美味しい器展テーブルコーディネートコンテスト」
を開催。日々の食卓を彩るヒントや提案がいっぱいの越前焼コー
ディネートで、秋の味覚を楽しむ特別な器に出会えるかも。

期　間　9月15日（金）～10月22日（日）
　　　　※期間中休館日：9月19日・25日・
　　　　　　　　　　　　10月2日・10日・16日
時　間　午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村文化交流会館ホール
入場料　無料	 【展示作品はご購入いただけます】

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎32‒3200

9月は「健康増進普及月間」です

9月10日は自殺予防デー　9月10日〜16日は自殺予防週間です

　国では、生活習慣病や運動・食事・禁煙など生活習慣の改善の重要性の理解を深めてもらい、健康づくりを進
めるため、9月を「健康増進普及月間」としています。
　「健康寿命をのばそう！」をスローガンに、国民全体が人生を最後まで元気に健康で楽しく毎日が送れること
を目標に、運動・食生活・禁煙の3分野を中心とした、具体的なアクションを呼びかけます。

1に運動　2に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　～健康寿命の延伸～

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

　9月10日は、WHO（世界保健機関）が定めた「世界自殺予防デー」です。日本では、自殺者が毎年約3万人
を超え、社会問題となっています。自殺は、心理的、身体的、社会的、経済的に追い詰められた末の死といわ
れています。WHOが「自殺はその多くが防ぐことのできる社会的な問題」であると明言しているように、自殺は、
社会の努力で予防していかなければなりません。

「悩みごと総合相談会」のご案内
　心と体の健康、依存症、法律、多重債務、生活困窮
など、専門家が相談に応じます。（予約制）
　参加料は無料、秘密は厳守します。

日　　時　9月23日（土）　午後1時～ 5時
場　　所　丹南健康福祉センター鯖江（鯖江市水落町）
問合せ先　丹南健康福祉センター　☎51–0034

ひとりで悩まないでください。
ここに聞いてくれる誰かがいます。

弁護士、精神科医、臨床心理士、福井
ARC 施設長、生活自立支援員、消費者
生活支援センター相談員、保健師

9月のポイント対象講座のご案内

「健康チャレンジ講座　～体脂肪・筋力測定から始める健康づくり～」
　健康チャレンジ講座に参加して、あまり測定することのできない筋肉のバランスや
量、脂肪量を知り、ご自身に合った健康づくりのポイントを考えていきましょう。

日　時　9月23日（土）　午後1時30分～ 3時	 場　所　宮崎コミュニティセンター
内　容　体組成成分検査・食事と運動について、目標設定	 定　員　10人（予約制）

「越前町生涯学習センターの実施する健康関連講座」
　広報えちぜんに折り込みされている各地区の「生涯学習センターだより」に掲載されている講座のう
ち、上記のえちぜん健康チャレンジのロゴマークが付いている講座への参加でもポイントがもらえます。
詳しくは、越前町生涯学習センター、宮崎・越前・織田分館にお問い合せください。

3つのアクション

「毎日プラス10分の運動」
例えば、運動時のはや歩き。
例えば、掃除や庭いじり。
日常でのからだの
動きを増やすだけ
で健康生活に
変わります。

適度な運動
「毎日プラス一皿の野菜」
いつもの食事にプラス
一皿の野菜を。
ちょっと意識して美味しく
野菜を摂る事で、
理想的な食生活に
近づきます。

適切な食生活
「たばこの煙をなくす」
たばこを吸うことは
健康を損なうだけでなく、
肌の美しさや若々しさを
失うことにも
つながります。

禁　　煙 定期的な受診で自分を知って、
3つのアクションに取り組んで
みましょう！

健診・検診の受診

健診・検診

　
底そ

こ

曳び

き
網
漁
が
解
禁
に
な
り
、
1
年
で
も
っ

と
も
多
く
の
種
類
の
魚
が
と
れ
、
漁
港
が
活
気

づ
く
9
月
。
越
前
さ
か
な
ま
つ
り
は
、
そ
ん
な

越
前
町
を
「
見
て
、
買
っ
て
、
味
わ
え
る
」
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　
新
鮮
な
魚
介
類
を
販
売
す
る
「
て
ん
ぐ
り
も

ん
市
場
」
や
グ
ル
メ
屋
台
、
ま
た
、
さ
か
な
の

つ
か
み
取
り
体
験
や
漁
船
乗
船
体
験
な
ど
漁
師

気
分
が
味
わ
え
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
さ
ら
に
充

実
し
、お
楽
し
み
企
画
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日　
　
時

　
9
月
30
日
㈯
・
10
月
1
日
㈰

　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

越
前
さ
か
な
ま
つ
り

問
合
せ
先

　
越
前
さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
☎
３
７‒

１
２
３
４
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I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために みんな集まれ

　
コ
ニ
フ
ァ
ー
と
は
針
葉
樹
の
こ
と
で
、
球
果

（
松
ぼ
っ
く
り
な
ど
）
を
つ
け
る
植
物
の
総
称

で
す
。

　
松
ぼ
っ
く
り
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

球
果
を
使
っ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
盛
り
上
げ
る
飾

り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

コ
ニ
フ
ァ
ー
ボ
ー
ル
作
り
体
験

日　
　
時

　
９
月
24
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

定　
　
員

　
20
人
（
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
）

参
加
費

　
５
０
０
円
（
入
園
料
別
途
）

入
園
料

　
一　
　
　
般　
３
０
０
円

　
中
学
・
高
校
生　
２
０
０
円

　
小　
学　
生　
１
０
０
円

問
合
せ
先

　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
☎
３
４‒

１
１
２
０



　世界には、「働かなければならない」、「学校が近くにない」などの理由で学校に通えない子どもがいます。また、
そのような状況の下で大人になり、文字の読み書きができない人が7億人以上存在しています。
　「国際識字デー」の始まりは、1965年9月8日からイランで開催された「テヘラン会議」で、イランのパー
レビー国王 ( 当時 ) が、各国の軍事費1日分を識字基金に拠出するよう提案したのがきっかけです。この会議
の後、アメリカのジョンソン大統領 ( 当時 ) が、「テヘラン会議」を忘れないために、また教育分野に取り組
む UNESCO の識字教育への貢献に感謝の意を表して、「国際識字デー」の制定を呼びかけました。その後、
UNESCO 総会での宣言を経て、1966年9月8日に初めての「国際識字デー」を迎えました。それ以来、識
字率は徐々に上がっています。
　しかし、習熟度と言う観点では、高所得国でも、基礎的識字能力が高いとは言えないのが現状です。それは、

「OECD 国際成人力調査」という習熟度を測る調査で成人識字能力の習熟度を測った結果でも明らかになって
います。この調査の中には、「読解力」を測る調査もありました。幸い、日本はこの分野で高い能力を発揮した
と言われています。
　「読解力」を養うためには、普段から文章を読み、そこから意図するところを読み取らなければなりません。
興味のある人は、「国立教育政策研究所」のホームページに掲載されている例題に挑戦してはいかがでしょうか。

問合せ先　　町立図書館　☎34–0395　　　　越 前 分 館　☎37–7713
　　　　　　宮 崎 分 館　☎32–7712　　　　織 田 分 館　☎36–2288

9月8日は「国際識字デー」図書館だよ
り

友が言う励みに深く感謝する	 向当みつ子
言わないは言うより勝る輪の空気	 原　　榮子川 柳 ボランティアの若い力に感謝する	 山谷　ゆり

初孫へ蚊帳の外から扇風機	 司辻　文子川 柳広報 えちぜん19 平成29年９月号

A word from the international arena...

Vol.128
国際交流室から一言

町内児童が交流の森のブルーベリーでジャムを作りました

マレーシア国際交流受入事業のボランティアスタッフを募集します

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　8月18日、朝日っ子塾の児童と青少年塾えちぜんの37人が国際交流協会
の「交流の森」で育てられているブルーベリーの実を収穫し、ジャムを作り
ました。交流の森は、生涯学習センター糸生分館の裏にあり、ブルーベリー
の木は、町を訪れた外国人のみなさんが植えたものです。
　児童は、パンケーキも作り、自分たちで作ったジャムをのせ、美味しそう
に食べていました。この体験では、楽しみながら、ブルーベリーの木を植樹
した交流先の外国のことや国際交流の大切さなども知ることができました。これからもいろいろな方法で国際
交流協会の活動を幅広く知ってもらいたいと思います。

　10月6日（金）から15日（日）までマレーシアの訪問団が町を訪れる予定です。訪問団は、滞在中に町内施
設で宿泊し、陶芸体験や和菓子作りなどをとおして日本の文化を学ぶ予定です。
　国際交流協会では、マレーシアのみなさんと一緒に事業を楽しむボランティアスタッフを募集しています。
マレーシアのみなさんに日本の文化や歴史を紹介しながら、一緒に事業を運営します。事業の一部だけの参加
も可能ですので、お気軽にお問合せください。

期　　間　10月6日（金）から10月15日（日）	 募集人数　若干名（年齢性別は問いません）
※期間中のご都合がいい日時のみだけの参加も可能です。

参 加 者　マレーシア訪問団20人（予定）	 申込み締切　9月15日（金）

広報 えちぜん 18平成29年９月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために

問合せ先　健康保険課　☎34‒87１0

安心・安全・家計にやさしい　ジェネリック医薬品をご利用ください

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
9 月 3 日㈰ 整形外科大城医院 ☎32–3500
9 月10日㈰ 橘医院 ☎36–0015
9 月17日㈰ 両林医院 ☎37–0005
9 月18日㈪ 織田病院 ☎36–1000
9 月23日㈯ 織田病院 ☎36–1000
9 月24日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♥発達相談会（予約制）
9 月12日㈫ 午後 1 時～ 4 時 朝寿殿

♥すまいる教室（予約制）
9 月14日㈭ 午前10時～ 11時30分 朝寿殿

♠2歳児歯科健診
9 月26日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♠1歳6か月児健診
9 月 7 日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♠離乳食教室・後期（予約制）
9 月13日㈬ 午前10時～正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
9 月22日㈮ 午前 9 時30分〜正午 役場別館

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 越前町社会福祉センター

♦介護おはなし会
9 月28日㈭ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦くらしの困りごと相談会
9 月 5 日㈫

午後 1 時～ 4 時

宮崎コミュニティセンター

9 月12日㈫ 越前町社会福祉センター

9 月19日㈫ 越前地域福祉センター

9 月26日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先　♠健康保険課　　　　　　☎34‒8710
	 　♥福祉課　　　　　　　　☎34‒8725
	 　♦越前町社会福祉協議会　☎34‒2388

健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

9 月12日㈫ 午前 9 時〜 10時 山中児童館 ● ● ●

9 月27日㈬ 午前 8 時〜 10時 越前コミュニティセンター ● ● ●

9 月27日㈬ 午後 1 時〜 2 時 越前コミュニティセンター ● ●

9 月29日㈮ 午前 8 時〜 10時 織田コミュニティセンター ● ● ●

9 月29日㈮ 午後 1 時〜 2 時 織田コミュニティセンター ● ● ● ●

※肝炎検査・ピロリ検査・前立腺検診もあわせて実施。

♠集団健診日程（予約制）

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、先発医薬品と同じ効き目や安全性が認められた薬です。
　慢性的な病気で薬を長期間服用する場合などは、ジェネリック医薬品の使用で薬代の大幅な節約につながります。

（ただし、すべての医薬品にジェネリック医薬品があるわけではありません。）
　また、ジェネリック医薬品は、先発医薬品と有効成分や効果などは変わりませんが、使用されている添加物が異
なるため、アレルギーなどがある場合は、使用できない場合もあります。

ジェネリック医薬品に変更する方法
①処方日数分を全て変更してもらう方法

②最初に短期間分のみ処方してもらう「お試し調剤」制度を活用する方法

※詳しくは、主治医や薬剤師に
ご相談ください。

お試し調剤
お試し期間として短かい期間
ジェネリック医薬品を調剤して
もらいます。

体調の変化や副作用がなかった場合
そのままジェネリック医薬品を続けます。

不都合な点があった場合
変更前の先発医薬品に戻します。
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保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 9 月12日（火） 34–5602

朝 日 南 保 育 所 9 月13日（水） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 9 月 5 日（火） 34–0081

あ さ が お 保 育 園 9 月12日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所 9 月12日（火） 32–2067

小 曽 原 保 育 所 9 月13日（水） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
8
月
15
日
現
在
）

（
8
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（8月1日現在）

　
８
月
19
日
に
開
か
れ
た
お
た
ま
つ
り
＆
Ｏ
・

Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響
２
０
１
７
の
一
コ
マ
で
す
。

　
昨
年
ま
で
は
、
別
々
に
開
か
れ
て
い
た
お
た

ま
つ
り
と
Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響
。
太
鼓
で

繋
が
れ
た
織
田
の
歴
史
と
伝
統
を
未
来
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
つ
い
に
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
明
神
ば
や
し
保
存
会
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
、
織
田
地
区
の
伝
統
的
な
太

鼓
「
だ
い
ず
り
」
を
Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響

の
会
場
「
オ
タ
イ
コ
・
ヒ
ル
ズ
」
の
大
舞
台
で

披
露
し
ま
し
た
。
太
鼓
と
故
郷
織
田
を
愛
す
る

み
な
さ
ん
の
気
持
ち
が
音
と
な
り
、
広
い
会
場

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
の
Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響
宴
で

は
、
日
本
屈
指
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
み
な
さ
ん

が
ス
テ
ー
ジ
を
飾
り
、「
打
打
打
団　
天
鼓
」
の

み
な
さ
ん
は
、
グ
ッ
ズ
を
「
手
売
り
」
す
る
な

ど
、
ス
テ
ー
ジ
外
で
も
最
後
ま
で
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
10
月
号
で
広
報
え
ち
ぜ
ん
を
も
っ
と

多
く
の
人
が
読
む
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と

い
う
内
容
で
、
金
融
機
関
の
待
合
に
広
報
え
ち

ぜ
ん
を
置
い
て
も
ら
う
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
1
年
、
今
度
は
コ
ン
ビ
ニ
に
置
い

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
内
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
に
設
置
し
ま
す
の
で
、
も
っ
と

多
く
の
人
に
越
前
町
の
こ
と
が
伝
わ
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

人　口	 22,097人

　男	 10,700人
　女	 11,397人
世帯数	 7,280戸

（前月より10人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中	

棚
池　

好
美
さ
ん
（
86
歳
）

上
川
去	

堀
内　

留
夫
さ
ん
（
84
歳
）

佐
々
生	

藤
井
與
三
郎
さ
ん
（
87
歳
）

茱　

原	

爲
國　

子
さ
ん
（
82
歳
）

横　

山	

五
島
ま
さ
ゑ
さ
ん
（
85
歳
）

上
糸
生	

松
村　

耕
次
さ
ん
（
56
歳
）

樫　

津	

佐
々
木
よ
し
さ
ん
（
86
歳
）

梅　

浦	

堂
埜　

道
代
さ
ん
（
81
歳
）

新　

保	

小
松
智
惠
子
さ
ん
（
92
歳
）

大　

樟	

荒
木
ス
ナ
ヲ
さ
ん
（
83
歳
）

　

厨	

壁
下　

秋
子
さ
ん
（
84
歳
）

高　

佐	

荒
矢　

吉
葊
さ
ん
（
61
歳
）

杉
の
花	

佐
々
木
信
秀
さ
ん
（
89
歳
）

細　

野	

伊
部
サ
ナ
ヱ
さ
ん
（
99
歳
）

編
集
後
記

西
田
中	

孝た
か

久ひ
さ　

順
じ
ゅ
ん

風ぷ
う

（
佳
郎
、
男
）

西
田
中	

飛と
び

田た　

彩あ
や

七な

（
晃
宏
、
女
）

気
比
庄	

長は

谷せ

川が
わ　

新さ
ら

（
一
友
、
女
）

気
比
庄	

西に
し

端ば
た　

心み

優ゆ
う

（
優
樹
、
女
）

田
中	

溝み
ぞ

川か
わ　

将ま
さ

生き

（
広
基
、
男
）

乙　

坂	

上う
え

山や
ま　

蘭ら

月む

（
啓
孝
、
女
）

横　

山	

八は
っ

田た　

唯ゆ

愛あ

（
幸
大
、
女
）

小
曽
原	

籔や
ぶ

内う
ち　

新あ
ら

大た

（
尚
大
、
男
）

小
曽
原	

宮み
や

下し
た　

莉り

愛お

（
祐
樹
、
女
）

梅　

浦	

山や
ま

下し
た　

瑛え
い

凪な

（
太
郎
、
女
）

　

宿	

寺て
ら

澤ざ
わ　

唯い
ち

斗と

（
雅
貴
、
男
）

小　

樟	

濵は
ま

野の　

律り

玖く

	
 

（
サ
ン
ト
ス　

セ
ル
ジ
オ
、
男
）

　

北	

嶋し
ま

津づ　

光こ
う

希き

（
光
紀
、
男
）

西
ケ
丘	

前ま
え

坂さ
か　

日ひ

陽な
た

（
良
明
、
男
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
51

―
日
本
遺
産 

編
―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51−0101

9月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■「越前町いきいき情報局」
①7：55～	 ②12：55～
③19：55～	 毎日5分間放送中！
福井しあわせ元気国体ホッケー競技プレ大会
2017年度全日本社会人ホッケー選手権大会
【9月2日㈯～9月15日㈮】
コミュニティバスからのお知らせ
【9月16日㈯～9月29日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■「特別番組　O・TA・I・KO響2017　〜音・響・郷・祭〜」
9月3日㈰、5日㈫、7日㈭

■「Jr.+（ジュニアプラス）］
城崎小学校親子運動会
9月30日㈯～10月6日㈮

■「丹南キッズ〜言葉のタイムカプセル〜」
あさひ保育所①②
9月16日㈯～22日㈮　9月23日㈯～29日㈮

学芸員M

Ｅ子

学
Ｍ 
こ
ん
に
ち
は
。
前
回
は
、
日
本
六
古
窯
が
誕
生
し
た

「
中
世
」と
い
う
時
代
に
つ
い
て
、お
話
し
し
ま
し
た
。

今
回
は
、越
前
焼
の
歴
史
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学
Ｍ 

こ
れ
ま
で
に
何
度
か
、
越
前
焼
の
成
立
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。覚
え
て
い
ま
す
か
？

Ｅ
子 

は
い
。越
前
焼
は
、平
安
時
代
末
期
に
常
滑
窯
の
生

産
技
術
を
導
入
し
、成
立
し
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
の
よ
う
に
、考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。具
体
的
な
年

代
を
い
う
と
、一
二
世
紀
中
葉
頃
に
な
り
ま
す
。こ

の
時
期
の
窯
が
、
現
在
の
越
前
町
内
に
造
ら
れ
ま

し
た
。ど
こ
に
あ
る
か
、ご
存
知
で
す
か
？

Ｅ
子 

越
前
陶
芸
村
が
あ
る
、小
曽
原
区
で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
う
で
す
。こ
れ
ま
で
に
、二
〇
〇
基
以
上
の
越
前

窯
跡
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、上か

み

長ち
ょ
う

佐さ

窯
跡
・
土
屋
窯
跡
な
ど
が
平
安

時
代
の
遺
跡
に
あ
た
り
ま
す
。

	

い
ず
れ
も
、
越
前
町
小
曽
原
区
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
周
辺
で
越
前
焼
が
造
ら
れ
始
め
た
の

で
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

平
安
時
代
の
窯
跡
を
見
学
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
？

学
Ｍ 

残
念
な
が
ら
、窯
跡
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

上
長
佐
窯
跡
は
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

詳
細
な
記
録
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

	

ま
た
、土
屋
窯
跡
周
辺
で
は
、平
安
時
代
の
越
前
焼

の
破
片
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

記
録
と
し
て
、遺
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。た
し
か
、

越
前
市
の
曽
原
町
に
も
古
い
窯
跡
が
あ
っ
た
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
Ｍ 

私
も
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
詳
細

は
、ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｅ
子 

幻
の
窯
で
す
ね
。今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、新
し
い

遺
跡
が
発
見
さ
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

学
Ｍ 

さ
て
、続
く
時
代
の
様
相
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

	

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
小
曽
原
周
辺
で
は
ほ
と
ん

ど
の
窯
跡
が
な
く
な
り
ま
す
。代
わ
り
に
、天
王
川

の
西
部
丘
陵
に
北
下
向
窯
跡
・
フ
ス
ス
ベ
窯
跡
・
上

垣
内
窯
跡
な
ど
が
築
か
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

生
産
地
が
移
動
し
た
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

そ
う
で
す
。こ
れ
ら
の
窯
跡
は
、熊
谷
区
の
周
辺
に

位
置
し
ま
す
。熊
谷
区
は
、鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時

代
に
お
け
る
、越
前
焼
の
一
大
産
地
で
す
。

	

続
く
鎌
倉
時
代
中
期
の
様
相
は
不
明
な
点
が
多
い

の
で
す
が
、後
期
に
入
る
と
、平
等
区
周
辺
に
多
く

の
窯
跡
が
築
か
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

平
等
も
、越
前
焼
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す
ね
。す

る
と
、鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
に
は
、越
前
町
の
織
田・

宮
崎
地
区
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
焼
物
が
造
ら
れ
て

い
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 
は
い
。
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
窯
跡
の
所
在
地

を
見
る
と
、五
つ
に
ま
と
ま
り
ま
す
。山
中
区
周
辺

の「
織
田
支
群
」、平
等
区
を
中
心
と
し
た「
平
等
支

群
」、熊
谷
・
古
屋
・
増
谷
に
ま
た
が
る「
熊
谷
支
群
」、

先
ほ
ど
も
話
を
し
た「
小
曽
原
支
群
」
と「
曽
原
支

群
」で
す
。

Ｅ
子 

や
は
り
、越
前
焼
の
ふ
る
さ
と
は
、越
前
町
な
の
で

す
ね
！

学
Ｍ 

鎌
倉
時
代
、織
田
・
宮
崎
地
区
一
円
で
越
前
焼
を
生

産
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、戦
国
時
代
に
な
る
と
、

窯
跡
は
平
等
区
周
辺
に
集
中
し
、
他
の
場
所
で
は

操
業
を
停
止
し
ま
す
。時
代
に
よ
っ
て
、窯
跡
の
位

置
や
規
模
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

Ｅ
子 

鎌
倉
時
代
に
は
、
ど
の
よ
う
に
越
前
焼
を
生
産
し

て
い
た
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

そ
の
点
は
、次
回
以
降
に
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。



中学校

越
前
町
の
子
育
て
応
援
情
報

町
が
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支
援
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

保育所（園）の入所（園）
　保育所に入所するためには、毎年10月下旬から
11月上旬に申込みをしていただきます。両親（祖
父母）の勤務証明などや、転入された場合は所得
証明書の添付が必要です。また、途中入所も可能
ですが、その場合はお早めにご相談ください。
　保育料は、両親の住民税の課税状況によって決
定しますが、お子さんの人数などによって軽減さ
れる場合があります。

育児・学習の支援

　幼児期の発達が気になるお子
さんを課題遊びを通して支援す
る親子教室です。（奇数月開催）

　経済的な理由などで塾にいけな
い小中学生のお子さんの学習を支
援します。（毎週日曜日開催）

すまいる教室
　言葉や発達がゆっくりだと思
われる18歳未満のお子さんのた
めの個別相談会です。（毎月開催）

発達相談会

学習教室 発達支援のご案内
（You Tube）

ひとり親家庭への支援

　父または母と生計を同じくしていないお子
さんや、父母が重度の障がい状態にあるお子
さんを養育している父または母、もしくは、
父母に代わってそのお子さんを養育している
人に支給されます。支給額は、家庭の所得額
やお子さんの人数によって変わります。

※親とお子さん2人で全部支給される場合、
　月額52,280円

児童扶養手当
　20歳未満のお子さんを扶養しているひ
とり親家庭の親とお子さんの医療費の一
部負担金（保険適用分）を全額助成しま
す。ただし、所得額によって受給できな
い場合があります。

母子家庭等医療費助成

保育所での支援制度

　保護者の病気や出産、仕事、育児疲れなどで
家庭での保育が困難な場合に一時的にお子さん
を預かります。
（1日2,000円または3,000円）

一時預かり保育

　通常の利用時間を超え
てお子さんを預かります。

延長保育

　障がいを持つお子さん
を集団保育が可能な場合
に預かります。

障がい児保育

子育てワンストップサービス
　子育てに関する情報を検索したり、マイナンバーカードを
利用して各種届出ができるようになります。詳細は改めてお知らせします。

障がいを持つお子さんの支援

　精神、または身体の障がいを持つ20歳未満の
お子さんを在宅で養育している保護者に支給さ
れます。

特別児童扶養手当

　20歳未満の在宅の重度心身障がい児（身障手
帳１級、２級、IQ20以下程度の重複障がい児）
に支給されます。

障害児童福祉手当

　身体障がい者福祉法第4条の規定による身体上
の障がいを持つお子さんの医療費の一部負担金
（保険適用分）を助成します。

重症心身障害児（者）医療費助成

子育てをサポートする施設

　子育てに関する相談の受付や親子が遊
べる場所の提供、保護者の情報交換や
仲間作りを応援する施設です。機関紙
「ちょっぽのこ」でイベントなどを紹介
しています。

利用時間　平日　午前9時～午後2時

子育て支援センター

　保護者が働いていたり、病気や出産な
どのため、保育を必要とするお子さんを
保護者に代わって保育する施設です。

保育所（園）

　0歳～18歳までのお子さんに健全な遊び
を提供して、心身の健康を増進し、情操を
豊かにするための施設です。

利用時間　平日・土曜日
　　　　　午後1時～ 6時
　　　　　（施設によって異なります）

児童館

　日中保護者が家庭にいない小学生を預
かり、遊びや生活の指導をする施設です。
利用の際は、負担金が必要です。

児童クラブ

中学生までの支援

　中学校3年生までのお子さんの医療費の一部負担金（保険適用分）
を助成します。ただし、小学生以上は自己負担金がかかります。

児童手当
中学校3年生までのお子さんを養育する保護者に手当を支給します。

支給する額（児童１人あたり月額）
3歳未満	 15,000円

3歳～小学校修了前
	 10,000円（3人目以降のお子さんは15,000円）

中 学 生	 10,000円
※所得が制限限度額以上の場合は、月額5,000円を支給します。

子ども医療費助成

誕　生

保育所（園）

小学校

お子さんが誕生したときの支援
「誕生の証」の贈呈 オリジナルデザインの「誕生の証」をお贈りします。

記 念 品 の 支 給 好きな記念品を選んでいただき、支給します。

町内に1年以上お住まいの家庭で3人目以降のお子さん
が生まれると、祝金として50,000円を支給します。出産育児祝金の支給

チャイルドシート（ジュニアシート）購入費の一部を助成し
ます。助成金の額は、購入費の1/3（上限10,000円）で、
1人1台までです。

チャイルドシート
購 入 費 の 補 助

お子さんが生まれた家庭に町の保健師が訪問し、
健診や予防接種のご説明をします。赤 ち ゃ ん 訪 問

町の保健師・栄養士が離乳食の進め方、
作り方などをご説明します。離 乳 食 教 室

子育てに困ったときは

　お子さんの成長に関することや育児・福祉
サービスに関する相談をお受けします。

母子保健

児童福祉・障害福祉

健康保険課　☎34‒8710

福祉課　☎34‒8725

　小学校就学前までのお子さんを養育する
保護者が病気や仕事の場合に、簡単な家事や
保育を行います。利用の際は、右記施設にお
申込みください。（1時間350円。）1か月の
利用時間に上限がありますが、3人目以降の
お子さん（小学校就学前）は無料になります。

　病気の治療中（病児）または回復期（病後児）の小学校6年生まで
のお子さんを一時的に預けることができます。町内では織田病院で
実施しています。3人目以降のお子さんは無料です。利用の際は
織田病院（☎36－1000）にお申し込みください。（1日2,000円）
※福井市・鯖江市・勝山市・越前市にも利用できる施設があります。

病院デイケア事業（病児病後児保育）

小学生までの支援
すみずみ子育てサポート事業 施　　設　　名 電話番号

越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388
鯖江地域ファミリーサービスクラブ ☎51‒9036
ハーツきっずさばえ ☎（0120）70‒3415
ハーツきっずたけふ ☎（0120）54‒3415
ハーツきっず羽水 ☎（0120）82‒3415

広報 えちぜん 22平成29年９月号広報 えちぜん23 平成29年９月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e
特  集



おでこま♪
地域おこし協力隊

こまさんの
～おでかけこまさん～

～朝日西保育所～No.5

つながる保育　～地域の人に支えられて～

すくすく通信

広報 えちぜん 24平成29年９月号

泣いている友達の
大切なおしゃぶり

みんなで力を合わ
せて、スカイツリー
作りに挑戦！

発
行

／
越

前
町

役
場

　
  編

集
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総
務
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TEL 0778

‒34
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FA

X
 0778

‒34
‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています

広
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29年
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行

町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

友だち同士、お兄さん、お姉さん、おじいちゃん、おばあちゃんと
繋がり、学び合い、育ち合って子どもたちは日々成長しています。

第5回のおでこま♪は、白山開山1300年のアニバーサリーイヤーを記念して、
白山を開山した泰澄大師ゆかりの地と越前ロコ旅「泰澄ツアー」を紹介します♡
行程や費用など、お問い合わせは、越前町観光連盟（☎37–1234）まで♪

act.5 泰澄ツアー

朝顔で
色水を作ろうね。
押し花だって
できるよ！

はい！
あ～んして

みんなの声・音・心を
一つに合わせて！

0・1・2歳児の繋がり

中学生のお姉さんと小学校にて

3・4・5歳児の繋がり
一緒についたよ！

美味しい
お餅にな～れ！

おじいちゃん
おばあちゃんと
お餅つき会

泰澄ツアー催行日・内容一覧

修行の地
「越知神社」

大谷寺 「石造九重塔」 は、国指定文化財

泰澄大師が開いた

「朝日山別当福通寺」

10/ 7 ㈯　泰澄修業遍
福通寺の藤川住職と巡る泰澄ゆかりの地。

10/ 9 ㈪　十一面女神坐像遍
昼食は、泰澄味噌を使った1品を
味わえる昼会席。

10/15㈰　仏像遍
このツアーでしか行けない場所にご案内。

10/29㈰　体験遍
越前ロコ旅が初！
自分ですいた越前和紙でつくる

「マイ御朱印帳づくり」。

11/ 3 ㈮　万
ま ん

灯
と う

会
え

遍
万
ま ん

灯
と う

会
え

を見て、夕食は、泰澄そば御膳デラックス。


